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図 2 位置図 

八戸市における石灰鉱山とセメント産業 

 

鈴木理恵 

 

1．はじめに 

 石灰岩は，主に 解石（炭酸カルシウム）と

いう鉱物から出来ている岩石である。石灰岩を

鉱業的資源として取り扱う場合は鉱石名として

「石灰石」と呼ぶ。日本には全国各地に石灰岩

が分布しており，300以 の石灰鉱山が稼働し

ている（八戸石灰鉱山株式会 一部資料）。全国

で年間約 1億 7000万トン生産されている石灰

石は主な用途として，セメント，骨材，鉄鋼の

副原料が挙 られている。中でも石灰石生産量

の約半分がセメントに使用されている（石灰石

鉱業協会）。セメントは様々な建築物や土木工事

など広域に使われており，現代の生活には欠か

せない原料となっている。 

 青森県八戸市には八戸石灰鉱山と八戸セメン

トが存在する。この石灰鉱山と八戸セメントは，

八戸が工業化を進め，工業地区を形成するプロ

セスに非常に大きく関連している。これらはど

のように関係し八戸の工業化を進めてきたのか。

特に石灰鉱山とセメントとの工業化の発展の関

係についてはこれまで十分な調査が行われてお

らず，不明瞭な点が多い。 

 そこで本稿では，現在八戸市に存在する八戸

石灰鉱山と八戸セメントにはどのような歴史が

あり，八戸市の工業化にどのようにして貢献し

てきたのか，セメント産業の近代化などから石

灰鉱山とセメントの関係性を明らかにする。 

 

2．調査地域の概要 

八戸市は青森県の南東部に位置し，太平洋に面

する法定人口が 20万人以 の特例市である（図 

1）。南部地 の中 都市であり，八戸市は 23

万人の人口を有している。港町と工業都市の 2

つの性格を併せ持った街である。八戸石灰鉱山

は八戸市の東部に位置している。全国唯一の海 

 

 

 

面下を採掘している露天掘り石灰鉱山で現在の 

最深部は海抜－170m であり，地元では八戸キ

ャニオンと呼ばれている（八戸石灰鉱山株式会

 一部資料）。埋蔵量は 10億トンで，豊富な埋

蔵量と優れた品質に着目し，主として住友金属

工業鹿島製鉄所向けの製鉄用と八戸セメント用 

 

 

図 1 八戸市の位置 
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を目的として八戸開発港とセメント工場までの

間をベルトコンベアーで結ぶ近代型鉱山である

（図 2）。 

一 ，八戸セメントはやませの冷害に苦しむ

地域の振興策として，盛岡市出身の原敬や渋沢

栄一らによって東北振興会＊の事業によって

1918 年に日の出セメント株式会 として設立

された。大正時代青森県唯一の近代大型工場と

して活躍し，この八戸セメントを筆頭に様々な

企業が進出し，八戸工業化の先駆けとなった（八

戸セメント，街かどミュージアム）。 

 

3．調査 法 

本稿では，八戸鉱山株式会 ，八戸市役所の

産業振興課・ 会教育課に直接出向いての聞き

取り調査と，八戸工業大学，八戸市立図書館で

参考資料などによる文献調査を行った。また，

八戸セメントからメールで資料を頂いた。 

 

4．八戸石灰鉱山と八戸セメントの概要 

 

4－1．八戸石灰鉱山の歩み 

株式会 八戸名石として石灰石の移出に関

わったのが始まりと言われる。大正末～昭和初

期にかけて馬車鉄道で石灰石を運搬，程なくし

て蒸気機関車も導入され近代化輸送が整ってい

った（八戸セメント，街かどミュージアム）。八

戸石灰鉱山は住友金属工業・住友セメントの共

同出資で石灰石採掘会 が 1970 年に設立，

1973年に操業を開始した。この石灰採掘会 は

現在の八戸鉱山株式会 の前身となるものであ

る。1973年に開鉱し，地下ベルトコンベアーが

完成し，八戸セメントと八戸港へと繋がってい

る。1981年には出荷 400万トン計画を実施し，

全国の石灰鉱山の中で採掘量が 10 位以内に入

った。そして 1986～1990年では 500万トン計

画を実施し，現在まで安定した生産がなされて

いる。 

 

4－2．八戸石灰鉱山の概要 

八戸市から階 町に跨って大きな鉱山が広

がっているこの八戸石灰鉱山はその壮大な景観

から米国のグランドキャニオンにたとえ「八戸

キャニオン」という愛称で呼ばれている（写真

1）。採掘場は広さが東西に 1000m，南北に

1800mあり，その採掘 法は他の石灰鉱山同様

に露天掘りでベンチカットという 式で階段状

に掘られている。しかし，八戸石灰鉱山には他

にはない大きな特徴がある。一般の鉱山は山の

頂 から採掘するが，ここは丘陵地帯にあって，

すり鉢状に海面の高さから下へ採掘しているた

め，現在最も深いところは海抜－170m に達し

ている。そこは地 に露出しているところでは

日本で最も深い場所ということになる。このセ

メント原料の本格的な採掘が，八戸地 の産業

形成に大きく寄与して来た。 

 

 

八戸地 に 1919 年に日の出セメントが建設さ

れ，磐城セメントと合併し，この工場が工業都

市八戸への契機となったが，それまでの間は農

漁業が主な産業で，この一帯も農家が中 であ

った。北東北の太平洋側はやませが吹く冷害の

多い地帯で農作物が全く取れず飢饉に苦しんだ

ことも多くあった。このことを重く受け止め，

国としてこの冷害の地帯に新しい産業を興して

生活できる基盤を作るために当時国務大臣の原

敬が中 となって東北振興会を結成し，新しい

産業の立ち  に尽力した。彼らは石灰石がこ

写真 1 八戸石灰鉱山（筆者撮影） 
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の土地に多く埋蔵することに注目したのであっ

た。セメント工場を誘致し，その原料の供給地

としての鉱山の開発が始まった。鉱山の本格的

な採掘によって多くの働き所が確保され次第に

経済的にも潤うようになった。鉱山開発後，関

連して多くの事業が起こり，昭和に入ると，

1932年に角清造船，1935年に常陸鉄工，八戸

鉄工，盛岡電化など次々と工場が設立され，工

業都市八戸が形成されてきた。このことから八

戸石灰鉱山はこの地 の産業のスタート地点と

言える。 

 

4－3．八戸セメントの歩み 

1918年に日の出セメントが設立，大正 10年

に湊村と大舘村がまたがる場所に工場を開業し

た。1930年には湊川口と鮫港をまとめ八戸港と

改称し，商港に編入。これに伴いアメリカなど

へセメント輸出を開始し，八戸港の近代化を推

し進めた。1944年に軍需会 に指定される。こ

の頃，セメント以外の軍需資材の製造も行う。

また極端なセメント生産の製造工程内に不可欠

な石炭の不足等環境の悪化や戦後混乱による国

土復興の遅れから，戦中戦後のセメント生産量

は激減した。1948年には国内需要が回復し始め，

1963年に住友グループに入り，住友セメントに

 名を変更した。1973年に当時全国の公害問題

が注目される中，八戸工場も八戸市と公害防止

協定を締結した。また同年，地下ベルトコンベ

アーが完成した。これによって生産能力は増大

するが，1973年 12 月第一次オイルショックに

より，高度経済成長終焉した。セメント業界も

エネルギー消費効率のよい設備への転換が必要

になると共に，経営の効率化が進められた。 

 

 

5．考察 

聞き取り調査，参考資料による文献調査から，

八戸石灰鉱山と八戸セメントには，八戸市が工

業化し発展していった過程に影響し合っている

ことが明らかになった。その詳細について以下

で考察する。 

 

5－1．八戸市と新産業都市 

昭和 39年に八戸市が新産業都市＊＊に指定され，

その後，八戸市の工業品出荷額が 33％ 昇する

こととなった。下のグラフで 1977 年にグラフ

が大幅に下がった原因は，1973年に第一次オイ

ルショックが起き，石油緊急対策要綱を閣議決

定，「総需要抑制策」が採られた。その結果，日

本の消費は低迷し大型公共事業が凍結・縮小さ

れたことであると考えられる。 

 

 

 

 

5－2．八戸石灰鉱山の従事者数 

鉱山がある松舘地区の産業別人口を図 4に示

す。1953年においては，農業・水産業が 1位，

次いで鉱業と工業を併せた鉱工業が 2位となっ

ている。このことから松舘地区にとって欠かせ

ない業種であったことが分かる。 
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図 3 八戸市 窯業・土石製品製造業 工業品出荷額 

  （2007年八戸市統計書，八戸市HP） 

(万円) 
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次に八戸市における第 2次産業の就業者人口

の推移を見ると，1980年から順調な伸びを見せ

ていたが，2000年になり減少傾向になった。こ

れは製造業における人員削減とともに，公共事

業の縮小傾向により建設業においても人員削減

が進んでいることを伺わせる。このグラフでは

1995年が最も高い割合となっている。 

 

 

 

 

ここで八戸石灰鉱山の従事者数の推移を見

てみる。図 6の八戸市第二次産業の推移と傾向

が非常に似ていることが分かる。これは，この

石灰鉱山で生産された石灰石が八戸セメントに

送られていることから，公共事業の縮小や近代

型鉱山に向けたコンピューター操作による人員

削減が関連している。 

 

 

 

 

5－3．運搬 法の変化 

石灰石の運搬 法についても時代ごとに変

化が見られる。鉱山から八戸セメントへだけで

はなく，八戸港にも輸送されている。10km に

及ぶ八戸港までの原料運搬は，大正から昭和初

期にかけては馬車トロッコで，その後は陸 ト

ロッコで運んでいた（資料八戸セメント，街か

どミュージアム）。 

明治末から大正初めには銅溶鉱炉の中和剤

として急激に需要が伸びた。この頃は馬車トロ

ッコで松舘から八戸へ運び，八戸での利用の他，

鉄道や船により県外へ輸送した。需要の急増に

合わせ，松舘―八戸駅（現本八戸駅）間に軽便

鉄道が敷設され，石灰石運搬はトロッコを引く

馬車鉄道を使用，蒸気機関車も導入した。 

また，八戸セメント工場は八戸線の陸奥湊駅

の設置を通して，東北地 への発送拠点となり，

運輸面で間接的に地区の変化を引き起こした。

そして旅客駅となって駅前商業地区の八戸市の

活性化をもたらしたといえる。そして後背地に

産出する石灰岩の豊富な地下資源が八戸の近代

化に大きく貢献し，運搬 法が変化していった

ことから，港は工業港としてその機能を高め充

実していった。 

1928年に内務省指定港湾に位置づけられる。

これにより更なる港湾整備が進み，1932年から

の商湾第１期整備工事により，北防波堤，3000

トン岸壁，物揚場が完工した。 
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図 5 八戸市第二次産業就業者数の推移（人） 

  （2010年国勢調査） 

図 6 八戸石灰鉱山 従事者数（人） 

   （住友金属 30年史） 

 
図 4 1953年度産業別人口比較（人） 

  （松舘村史編纂委員会） 
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5－4．石灰石の出荷 

石灰石の運輸については，湾頭石灰石出荷額

より，鹿島向焼結原料 1233 千トン（46.0％）

地元向骨材 461 千トン（17.2％）関東向骨材 

989千トン（36.8％）の割合となっている。 

この石灰石は 1972 年に新造した運航・船主

日本郵船の八戸丸によって運送されている。最

大級の石灰石専用船であり，日本では最大の内

航船で青森県の八戸を出港すると茨城県の鹿島

に向かい，住友金属工業・鹿島製鉄所に石灰石

を届けている。 

 

 

 

 

 

6．結論 

八戸における工業の発展過程において 2 を

結び付けて考えると，八戸石灰鉱山の豊富な埋

蔵量で 1970 年に住友金属工業・住友セメント

の共同出資で八戸石灰鉱業を設立し，鉱山の開

発に着手するとともに，輸送出荷設備として鉱

山と港及び八戸セメントを約 10kmに及ぶ地下

ベルトコンベアーで結んだ近代鉱山へと発展し

た。 

そして八戸石灰鉱山と深く関わりを持つ八

戸セメントが設立され，大正時代青森県唯一の

近代大型工場として八戸セメントを筆頭に様々

な企業が進出し，地域経済を救ったといえる。 

鉱業とセメントに関連産業の発達により，八

戸港湾の充実や八戸セメント工場は八戸線の陸

奥湊駅の設置を通して間接的に地区の変化を引

き起こした。 

そして安定した供給を保つ石灰鉱山はエネ

ルギー革命に左右されることなく成長し続けて

きた。 
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＊東北六県の産業全般にわたり福祉増進を図る

目的で京浜地 の実業家有志により 1913 年に

設立された組織。 

＊＊1962 年に制定された新産業都市建設促進法

（昭和 37年法律第 117号）に基づいて，「産業

の立地条件及び都市施設を整備することにより，

その地 の開発発展の中核となるべき」（第 1

条）として指定された地域。 
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